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第 3章 自死遺族の事例からみる生活課題の実相 













































































た 6人の遺族の生活課題について追跡調査ができなかったことなどが指摘された。  
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
（１）論文の特徴 
 本論文の大きな特徴としては以下の４点があげられよう。 
 
１．14 人の自死遺族の質的研究 
 第一に、本論文の最大の特徴は、14 人の自死遺族の質的研究だということである。こう
して書くと、簡単なように思われるかもしれないが、自死遺族にとって家族の自死について
語ることは非常に辛いことであり、そもそもこのような調査に協力してくれることがほと
んどない。また、もし協力をしてもらえたとしても、自死遺族の語る内容があたりさわりの
ない建前で早く終わらせようとしているかもしれない。そういう意味で自死遺族の研究と
いうのはとても難しい。しかし、朴氏は自死遺族への支援活動をしていくなかで、信頼関係
をつくり、調査協力を得て、また、長時間のインタビューに本音で答えてもらい、かつその
うち８事例については、３〜４年後の追跡調査まで実施することができた。その意味で、本
論文は非常に稀有な自死遺族研究の一つであると言える。 
 
２．自死遺族の生活実態調査 
 第二に、本論文の大きな特徴として自死遺族の広い視点で生活実態を明らかにしたこと
である。本論文の意図は、自殺の要因として経済生活問題が挙げられているが、その自死遺
族に対する支援が精神的・心理的な支援に留まる傾向にあり、それで本当に自死遺族の支援
になっているのか疑問をつきつけることである。つまり、自死遺族への生活実態を自死遺族
に対する綿密なインタビュー調査によって明らかにして、自死遺族が実際にどのような生
活を送っているのか、どのような困りごとがあるのかを吸い上げ、自死遺族のニーズを体系
的に整理し、そのニーズに応えようとしているのである。 
 結果として、本論文の研究によって、自死遺族のおかれている生活状況が明らかになり、
自死遺族の支援が、精神的・心理的な支援では不十分であり、経済的な支援や社会関係、家
族関係の構築のために様々な福祉的支援が必要であることを示した。そうして、自死遺族に
対する政策や支援の具体的なあり方について提起をすることができたと考える。 
 
３．自殺前後、３，４年後の生活実態 
 第三に、本研究が自殺に関する研究として、自殺のあった家族、自死遺族の家族に関する
生活実態について、家族の自殺前の生活課題と自殺後の生活実態に着目していること、また、
自殺があった３〜４年後に生活実態がどのように変化したのかを追跡調査をしていること
である。こうして、家族の自殺がどのような生活のなかで生じ、また、家族の自殺が生じた
後、自死遺族の生活にどのような影響を与えることになったのか、さらに、３〜４年後にど
のような生活をもたらしているのかを明らかにした。そのことによって、一つの生活課題
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（例：事業の失敗）が様々な生活課題（例：経済的困窮、アルコール依存や児童虐待など）
をもたらし、自殺に至っていること。また、家族の自殺後も自死遺族も自殺を止められなか
ったという自責の念のために、アルコール依存になったり、経済的困窮、借金、自死遺族を
抱えての社会的偏見、自殺念慮へと問題が連鎖的に複合化している傾向があることを見出
すことができた。しかも、３〜４年後たっても多くの事例では社会的孤立や経済的困窮など
大きな変化がなく、家族関係や経済・生活面、社会関係などの生活課題について継続してい
ることを明らかにした。 
 
４．韓国研究 
 第四に、韓国の自死遺族の生活実態に関する研究であることである。朴氏の問題意識とし
て、韓国では自殺率が先進諸国でも第１、２位を争う高さであるにも関わらず、自死遺族の
支援が精神的・心理的な支援に偏っており、適切な自死遺族支援ができていないことにある。
その点、留学のためやってきた日本の方が生活課題まで視野にいれた自死遺族支援が進ん
でおり、こうした視点で改めて韓国の自死遺族支援のあり方を検討することが大きな目的
であった。そのため、日本の自死遺族支援が参照されつつも、実際の韓国の自死遺族支援の
ための政策や支援体制などの問題点、また、韓国で自死遺族が抱えている生活課題、つまり、
家族や親族の問題、仕事や宗教、文化、経済的な問題、社会的孤立の問題を理解することが
できる。こうして、本研究は韓国における自死遺族支援、また、自死遺族の課題を明らかに
する外国研究としての特徴を持っていると言える。 
 
（２）論文の評価 
以上の特徴をふまえ、本論文は以下の５点で傑出したものであり、他に類例を見ることが
できない独創性を有しており、今後の社会福祉学における自殺対策および自死遺族支援及
びその研究の発展に大きく貢献するものとして期待され、博士の学位にふさわしいもので
あると評価する。 
 
１．社会福祉学の研究のなかでも自死遺族支援については、人の死に関わる極めて深刻な問
題であり、非常に調査研究としては難しい領域であり、そこに文献研究を中心とせず、
真正面からインタビュー調査・質的研究を通して果敢に取り組んだものであり、極めて
貴重な知見を提供してくれていると言える。 
 
２．また、その自死遺族支援の研究としては非常に多い、14 事例の調査研究をしており、
さらに、それらの事例について自殺前後と３〜４年後と時系列でその家族の調査研究を
している。こうした調査研究も類例がなく、オリジナリティが十分に認められる。 
 
３．そして、自死遺族の生活課題をみる枠組みとして、家族面、経済・生活面、社会関係面、
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精神・心理・身体面の４つに分類し、それぞれの側面でどのような生活課題がありうる
かを例示している。これにより、自死遺族の生活課題をトータルにアセスメントをする
際の視点を提供していると言える。すなわち、自死遺族の生活課題を適切にアセスメン
トするための枠組みを提供しており、今後の自死遺族へのトータルな生活支援に欠かせ
ない視点を提供している。 
 
４．さらに、韓国、日本における自死遺族に関する先行研究については大変多くの研究に言
及、検討がなされおり、研究の手順として、適切に行われていると言える。特に、韓国
や日本の自死遺族に関する文献のほとんどを網羅し、それを踏まえた検討をしているこ
とは先行研究の検討として十分に評価できると考える。 
 
５．朴氏は、韓国の自死遺族支援の現場での支援の経験があり、現在も日本で自殺対策およ
び自死遺族支援の現場に関わっている。つまり、日韓の自殺対策や自死遺族支援の現場
に精通しており、それだけに具体的・実践的な分析が可能となったと考えられ、その現
実的な実践の感覚や思考が本研究に反映されており、非常に貴重な研究となっている。 
 
 ただし、本論文において、一部参考文献の記載ミスが執筆者により見つけられたため、こ
れについては正誤表を作成して添付することにしたい。このような記載ミスがあったが、博
士論文自体の主題には影響しないため、正誤表をつけることによって、本論文の博士論文と
しての価値は損なわれないものと判断する。 
 
